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　　　　昭和61年度第2次観測ロケット実験計画概要

　昭和61年度第2次観測ロケット実験においては、S－520－8、9号

機、M－3S：H－3号機及びK－9M－80号機の合計4機による観測実験

を行う計画で、それぞれの実験目的は次のとおりである。

ロクッ　ト
到達高度
@（㎞）

水平距離

@（㎞）
全重量
iton）

搭載計器
d量（㎏）

観　測　　目　的

S－520－9 356 450 2．1 81
酸化窒素の観測及びプラズマ波

ｮ、電場の観測等

M－3S皿：一3

近地点
@530
湯n点
@600

　1，680

i第2段）
61．7

衛星重量

@420
第11号科学衛星（ASTRO－
b）による活動銀河の中心核の

w線源及びX線天体の精密観測等

S－520－8 278 365 2．3 187 銀河紫外線の観測等

K－9M－80 31i 305 1．5 66 サブミリ波背景放射光の観測等

1．実験実施責任者

　．宇宙科学研究所長　　小　田　　　稔

　　　　東京都目黒区駒場4－6－1（TEL　O3－467－1111）

2．実験場所

　　宇宙科学研究所鹿児島宇宙空間観測所

　　　東経1・31。04145”北緯31015100”

　　　鹿児島県肝属郡内之浦町長坪（TE：LO994－67－2211）

5魑
ﾀ験期間

　　昭和62年1，月15日（木）～1，月24日（土）及び

　　　　〃　　2，月　5日（木）～2月28日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　一1一
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各ロケットの実験予定日は次のとおりである。

ロケット 実験予定日 実験時間帯 延長する場合の期間

S一’520－9 1月15日（木）17時10分 1．7：10～17：40 1月16日～1．月24日

M－3SH－3 2月5日（木）15時30分

補助ブースタ、第1段

@15：30～16：．30
謔Q段

@15：40～16：40

2，月　6日～2．月28日

S－520－8 2月21日（土）01時15分
2／21～2／125　01：15～01：45

Qレ／26へ’2レ／28　01：00～01：30
2，月22日～2月28日

K－9M－80
2月23日（月）00時00分

i22日　24時00分） 00：0b～00：30 2月24日～2月28日

注：S－520－9の「延期する場合の期間」のうち、1．月23日及び24日は宇宙開発事業

　団（種子島）での打上げが行われない場合に打上げる。

4．警戒の範囲

　　陸上における警戒の範囲

　　　別紙（1）S－520－8・七S－520－9、K－9M－80号機に適

　　　　　　　用

　　　　〃（2）M－3S皿一3号機に適用’

　　海上におけるロケットの落下予想区域

　　　別紙（3）S－520－9号機に適用

　　　　〃（4）M－3S皿一3号機に適用

　　　　〃’（5）S－520－8号機に適用

　　　　〃（6）：K－9M－80号機に適用

5．実験の要領

　（1）実験は天候及び研究上の都合によって延期することがある。延期の理

　　由が天候によるときは、当日できるだけ早く報知する手段（ラジオ等）
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　を講ずる。

　　また・研究上の理由によるときは、不測の障害に基づく場合以外はで

　き．るだけ前日中に報知する手段（ラジオ等）を講ずる。

②　実験情報の船舶、航空機に対する通報は概略次のとおり行われる。

　ア・一一般航行船舶に対しては、海上保安庁からの水路通報、航行警報に

　　よる。

　　　また、共同通信社（海上保安庁提供の航行警報を放送）を通じても

　　行う。

　イ・漁船に対しては、関係漁業無線局からの無線通信のほか、NHK鹿

　　児島・宮崎、南日本放送、宮崎放送、大分放送各局のラジオ放送も行

　　う。

　ウ・髄空機に対しては、運輸省航空局からのノータムによる。

（3）実験当日は観測所内に黄旗を掲げる。発射30分前に赤旗を掲げサイ

　レンを鳴らす。実験が日没後に行われる時は赤旗のかわりに3個の点滅

．式赤色ランプをつける。発射3分前に花火1発をあげる。実験終了後は

　花火2発をあげ、赤旗をおろし、又は赤色ランプを消す。

（4）実験当日の警戒は陸上について壱ま鹿児島県警察、海上kつ㌧）ては第＋

　菅区海上保安本部及び鹿児島県に依頼する。その細目は打ち合せの上定

　める。

　　また、航空については鹿児島空港事務所と連絡の上実験を行う。

　　観測所付近の陸上及び海上については、宇宙科学研究所においても監

　視員を観測所内に配置し、また、観測所内に．設置された海上監視レーダ

　により警戒にあたる。

（5）実験に際しては、鹿児島海上保安部及び鹿児島空港事務所との間に連

　絡用通信回線を宇宙科学研究所が開設し、連絡にあたる。

　　　　　　　　　　　　　　一3一　　　　　　　　　　　　　　　　，　　一

⑥　新東京空港事務所並びに東京、福岡、那覇の各航空交通管制部へ各ロ

　ケットの発射2時間前摩び30分前に発射時間及び機種を通報する。

〈7）実験中は警戒区域内に・一般の人が立入らないように立札又は縄張りを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　する。

6．報道関係

　（1）報道関係者には、次つ日時にロケットを公開して取材の便宜をはかる。

　　　S－520－9　　1．月14日（水）　　12：00～13：00

　　　M－3Sn－3　　2，月　3日（火）　　12：00～ユ3：00

　　　S－520－8　　2，月20日（金）　　12：00～13：00

　　　K－9M－80　　2月「21日（土）　　15：00～16：00

②　実験の結果については、実験終了後実験主任が概略の発表を行う。

Z　実験主任

　　S－520－9号機

　　M－3S皿一3号機

　　S－520－8号機

　　：K－9M－80号機

教　授

教　授

教　授

教　授

河　島　信　樹

松　尾　弘　毅

奥　田　治　之

小川原　嘉　明

8．実験の内容

　o　S『520－9号機（1，月15日（本）17時10分打上げ予定）

　　　本ロケットは地球周辺のプラズマ物理学研究のための探査衛星EXO　S

　　－DやGEOTAILなどの機器開発と宇宙基地のように将来の人類の

　　宇宙空間に発展した場合のプラズマや大気の環境の計測ならびに制御を

　　目的としたロケットでイオンビームを用いた宇宙空間の電場の観測、宇
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　宙プラズマ中での電磁波の観測、宇宙飛翔体の霞位の制御実験、宇宙プ

　ラズマ中の荷電粒子のエネルギー分布の計測、プラズマ密度計測、大気

　観測の各観測項目から構成されている。

O　M－3SII－3号機（2月5日（木）15時30分打上げ予定）

　　第11号科学衛星ASTRO－Cは、第4号科学衛星「はくちょう」、

　第8号科学衛星「てんま」に続く我が国第3番目のX線天文学衛星で、

　宇宙X線観測の汎用天文台の機能を有し、特に銀河系外のX線源を高感

　度・高分解能で系統的に観測するこ．とを目的としている。

　　衛星本体は一辺が1皿、高さが1．55ηの四角柱で重量は約420kg

　である。軌道傾斜角約31度、近地点高度530㎞、遠地点高度600

　㎞の略円軌道に打上げられた衛星は太陽電池パドルを同時展開し、観測

　目標7）X線源に大面積比例計数管を向けるように姿勢を制御して観測を

　行う。この大面積比例計数管は、英国レスター大学との国際協力による

　ものである。また、ほかに天空の塔域を魚子しX線源の長期的な変動を

．観測する全天モニタ並びに米国ロスアラモス国立研究所との国際協力に

　よるガンマー線バースト検出器をも搭載し観測にあたる。

　　なお、1、2号機においては地球重力圏脱出のため第4’段としてキッ

　クモータを使用したが、．本機では、これを搭載せずM－3S丑型本来の

　3段構成になっている。

o　S－520－8号機（2，月21日（土）Ol時15分打上げ予定）

　　この実験の第一の目的は、乙女座銀河団と呼ばれる多くの銀河が密集

する領域をMCP（マルチチャネルプレート．）を使った紫外線カメラに

　よる撮像を行うことで、これによって、銀河の中で若い星がどのように

つくられ、分布しているかを調べるものである。

　第二の目的は、われわれの銀河系（天の川）の中で紫外線がどのよう

　　　　　　　　　　　　　　一5一
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　に放鮒されているかを観測することによって、銀河系の中に存在する若

　い星と高温度のガスの分布と性質を調べることである。

　　これらの観測では、望遠鏡を観測目標に正確に向ける必要があるので、

　ロケットには精密な姿勢制御装置（CN）が備え付けられている。

O　K－9M－80号機（2．月23日（，月）00時00分打上げ予定）

　　このロケット実験の主な目的は、サブミリ波領域の宇宙背景放射光の

観測である。これは、宇宙初期に起ったと考えられているピックバンの

　残照を見るもので、宇宙初期におげる物理現象を明らかにするために行

　われるものである。

　　観測は波長100ミクロンから1ミリメートルの間の6色同時測光を、

　液体ヘリウムトで冷却させた観測器によって行う。

一6一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S－520－8
別紙（1）陸上における警戒区域｛S－520－9｝号機に適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K－9M－80
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別紙（2） ・陸上準び海上における警戒区域（M－3sn－3号機に適用）
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別紙（3）海上における落下予想区域（S－520一9号機に適用） 別紙（4）海上における落下予想区域（M－3S∬一3号機に適用）
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別紙（5）海上における落下予想区域（S－520－8号機に適用）
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別紙（6）海上における落下予想区域（K－9M－80号機に適用）
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